
 

〈2023年度トリジュク〉 

メニューをアレンジし、別の年代や社会人向けなど応用できる実践者が増えた。 

WS研究開発としては下記３つを主に行った。 

 

→論文参照。「葛藤」を否定的なことでなく、「活動の原動力」と捉えた考察に納得。 

→2024年度には、「数理＋表現WS」の開発に挑戦する。

→良さが挙げられる一方、意義の共有不足への懸念、教職員研修の希望があり、鹿野学園では 2024年度に実施

することになった。

 

 


